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田辺秀之 (束京大 ･理 ･人頬)
霊長規の核型進化の研究は,1970年代に開発さ
れた種々の分染法により,バンディングパターン
を指標にして融合,解離,転座,逆位などの現象
が進化の過程でどのように生じてき七のかを推定
する比較研究として行なわれてきた｡しかしこの
手法では退伝子座の正確な位置情報が考慮されず,
間接的な情報をもとにしているにすぎない｡本研
究では霊長輯各種に対して直接的な退伝子マッピ
ングを行ない,種間の対応を通して核型進化を考
察することを目的とした｡退伝子マッピングは,
ごく最近開発されたNon-RIinsituハイブリダ
イゼーション法を用いて,染色体上に蛍光シグナ
ルを検出させることにより行なった｡試料として
原猿から大型類人猿に至るまで合計23種の霊長瑞
の末梢血を用いて染色体標本を作製し,今回はそ
の手始めとしてヒト,オランウータン (リンパ芽
球様細胞株由来),ニホンザルの3種にしぼって
比較マッピングを行なった｡プローブDNAとし
てヒト第6染色体短腕上のMHC領域のHLA-B7
およびC4-A退伝子をビオチン標識して用いた｡
実験の結果,両退伝子ともにオランウータンにお
いてはヒトの第6染色体とバンディングパターン
が対応する5番目の大きさの次中部著子型染色体
の短腕中部にマッピングされ,この領域がヒトと
高度に琉似した退伝子地図を有していることが示
唆された｡これに対し,ニホンザルにおいては5
番目の大きさの次中部着子型染色体の長腕中部に
マッピングされた｡従来,核型が規準化されてい
るアカゲザルとヒトとの比較から,ヒト第6染色
体とアカゲザル第2染色体に対応関係があり,
MHC領域もアカゲザル第2染色体の短腕上に存
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